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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

近年､癌組織の中に存在する ｢癌幹細胞｣と呼ばれるごく一部の細胞集団のみが佳

境を形成することが提唱されてきた｡大腸癌においては CD133を標識としてヒト大

腸癌において大腸癌幹細胞を同定された｡本研究でわれわれはヒト大腸癌細胞株

sw620を用いinvitroおよびinvivoにおいてCD133+細胞の特性の解析を行った｡in

vitroにおいてCD133+細胞はCD133~細胞に比べより高い細胞増殖能及び放射線治療と

化学療法に対する抵抗性を示した､さらにより高いβ-cateninの発現を認めた｡また

NOD/SCIDマウスに対する皮下および直腸粘膜下への移植実験では CD133+細胞

cD133~細胞ともに腫癌を形成したが､cD133+細胞においてより大きな腫蕩形成がみ

られた｡免疫組織染色ではCD133~細胞から形成された睦癌においてはCD133+細胞は

含まれていなかったが､cD133'細胞から形成された腫壕においてはCD133'細胞が存

在していた｡しかし､形成された腫場におけるCD133+細胞の割合はinvitroでの割合

と比べると低いものだった｡このようにヒト大腸癌細胞株sw620はCD133+とCD133~

とふたつの表現型があり､CD133+細胞はより癌幹細胞に近い特性を有していた｡

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本研究はヒト大腸癌細胞株 SW620を用いて､大腸癌幹細胞のマーカーで

あるCD133陽性細胞の特性をinvitroおよび invivoで解析したもので

あるoその結果､invitroにおいてCI)133陽性細胞は陰性細胞に比べより

高い細胞増殖能および化学療法と放射線治療に対する抵抗性を示 した｡また,

マウスを用いた癌細胞移植実験では､CD133陽性細胞は陰性細胞に比べて

より大きな腫蕩形成を示したOこれらの知見は大腸癌 CD133陽性細胞が癌

幹細胞に近い特性を示したものであり､価値ある業績と認める｡

よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡




